
当日ご来場の株主様へのお土産のご用
意はございません。
何卒ご理解くださいますようお願い申
しあげます。

第19回
定 時 株 主 総 会
招 集 ご 通 知
2024年１月１日 2024年12月31日

開催日時

2025年３月27日（木曜日）午後２時
受付開始 午後１時30分

開催場所

東京都中央区八重洲二丁目２番１号
東京ミッドタウン八重洲カンファレンス ４階大会議室
※末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照ください。

議 案

第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）

４名選任の件

事前の議決権行使期限

2025年３月26日（水曜日）
午後５時30分まで

株式会社robot home 証券コード：1435
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　株主の皆さまにおかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　また、平素より株式会社robot homeに対し、格別のご高配を賜り、心よりお礼申しあげます。
　第19回定時株主総会の招集にあたり、ご挨拶申しあげます。

　当社は、2025年12月3日に上場10周年を迎えます。
　これは株主の皆さま、お客さま、お取引先さまなど関係各位のひとかたならぬご支援の賜物であり、株主の
皆さまのご支援に感謝の意を表すため、上場10周年記念株主優待を実施することと致しました。
　当連結会計年度における業績においては、売上高131億57百万円（前年同期比52.6%増）、営業利益10
億43百万円（前年同期比39.4%増）、経常利益10億18百万円（前年同期比38.0%増）、親会社株主に帰属す
る当期純利益9億12百万円（前年同期比3.0%増）と、前期を大きく上回り、4期連続増収・増益という結果に
なりました。

　他方、社会インパクトにおいても、省エネルギー性能評価「最高位」の不動産開発を標準仕様化し、開発棟数
59棟、温室効果ガス削減貢献量（30年）約2,259トン、杉の木に換算すると約54,000本分相当と定量インパ
クトが創出されています。
　また、パナソニック株式会社エレクトリックワークス社と共同開発を行ったインターホンシステムの実装や、
アフターコロナの生活スタイルの多様化を鑑みた斬新な設計で空間を創出するスキップフロアタイプの収益
物件の開発など、ソフトとハード両面からのソーシャルグッドな商品の企画・開発を推進しております。

　今後も、「テクノロジーで、住宅を変え、世界を変えていく。」というミッションの下、当社の事業成長が社会イ
ンパクトの拡大、株主をはじめとしたステークホルダーの皆さまの利益最大化に寄与できるよう、全社一丸と
なり邁進してまいります。
　株主の皆さまにおかれましては、今後とも倍旧のご支援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申しあげます。
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招集ご通知
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2025年3月11日
(電子提供措置の開始日 2025年3月5日)

第19回定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
さて、当社第19回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご案内申しあげます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の当社ウェブサイ

トの投資家情報ページにて「第19回定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載
しております。

当社ウェブサイト（投資家情報） https://corp.robothome.jp/ir

また、上記のほか、東京証券取引所ウェブサイトにも掲載しております。当社ウェブサイトに
て、電子提供措置事項を閲覧できない場合には、以下の東京証券取引所ウェブサイト（上場会社
情報サービス）にアクセスのうえ、銘柄名（会社名）又はコードを入力・検索し、基本情報、縦
覧書類/PR情報を選択のうえ、株主総会招集通知/株主総会資料の情報を閲覧ください。

東京証券取引所ウェブサイト
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

なお、ご出席されない場合はインターネット又は書面（郵送）により事前に議決権を行使する
ことができます。
つきましては、お手数ながら電子提供措置事項に掲載の株主総会参考書類をご検討のうえ、

「議決権行使等についてのご案内」に従いまして2025年３月26日（水曜日）午後５時30分まで
に議決権を行使くださいますようお願い申しあげます。

敬 具
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日時 2025年３月27日（木曜日）午後２時より
（受付開始は、午後１時30分です。）

場所
東京都中央区八重洲二丁目２番１号
東京ミッドタウン八重洲カンファレンス４階大会議室
(末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照ください。）

目的事項 報告事項 １．第19期（2024年１月１日から2024年12月31日まで）
事業報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査等委員会の連
結計算書類監査結果報告の件

２．第19期（2024年１月１日から2024年12月31日まで）
計算書類報告の件

決議事項 第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

以 上

なお、株主総会終了後、当社グループの事業内容等について一層のご理解を深めていただきた
く、同会場において引き続き事業説明会を開催いたしますので、ご参加くださいますようご案内
申しあげます。
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株主総会における議決権は、次のいずれかの方法により行使いただくことができます。

株主総会開催日時
2025年３月27日（木曜日）

午後２時より
（受付開始は、午後１時３０分です。）

当日ご出席される場合

　同封の議決権行使書用紙をご持参いただき、会場受付
にご提出ください。

当日ご出席されない場合

　同封の議決権行使書用紙に議案に
対する賛否をご表示いただき、行使
期限までに到達するようご返送くだ
さい。議決権行使書面において、議
案に賛否の表示がない場合は、賛成
の意思表示をされたものとして取り
扱わせていただきます。

行使期限
2025年３月26日（水曜日）
午後5時30分到着分まで

インターネットによるご行使 書面によるご行使

詳細は次頁をご覧ください。

　パソコン、スマートフォン又は携帯電
話等から、次の議決権行使ウェブサイト
にアクセスし、画面の案内に従って、各
議案に対する賛否をご登録ください。

　同封の議決権行使書用紙のQRコー
ドをスマートフォンかタブレット端
末で読み取ります。

※�QRコードは、株式会社デンソーウェーブの
登録商標です。

行使期限
2025年３月26日（水曜日）

午後5時30分まで

行使期限
2025年３月26日（水曜日）

午後5時30分まで

議決権行使ウェブサイト▶
https://www.web54.net

議決権行使書
見本

「スマート行使」による
ご行使

議決権行使コード・パスワード
入力によるご行使

議決権行使等についてのご案内

電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させていただきます。

4

2025年03月05日 17時21分 $FOLDER; 5ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



議決権行使書

（1）インターネットでの議決権行使に関するパソコン等の操作方法がご不明な場合は、下記にお問い合わせください。

（2）上記（1）以外のご照会（住所・株式数など）は、下記にお問い合わせください。
① 証券会社に口座をお持ちの株主様

② 証券会社に口座のない株主様（特別口座をお持ちの株主様）

三井住友信託銀行 証券代行ウェブサポート 専用ダイヤル　 0120(652)031（受付時間9：00～21：00）

三井住友信託銀行 証券代行部　 0120(782)031（受付時間 土日休日を除く 9：00～17：00）

お取引きの証券会社あてにお問い合わせください。

議決権行使コード・パスワード入力によるご行使

「スマート行使」によるご行使

議決権行使ウェブサイ
トにアクセス 以

降
は
画
面
の
入
力
案
内
に
従
っ
て

賛
否
を
ご
入
力
く
だ
さ
い
。

ログイン パスワードの入力

「スマート行使」ご利用イメージ

1 ２ 3

https://www.web54.net
「次へすすむ」をクリック

お手元の議決権行使書用紙に記載
された「議決権行使コード」を入
力し、｢ログイン」をクリック

お手元の議決権行使書用紙に記載
された「パスワード」を入力し、「次
へ」をクリック
※�ご自身で「パスワード」を設定されていない
株主様は、新しい「パスワード」をご登録し
ていただく必要があります。

ウェブ行使

　同封の議決権行使書用紙に記載された「スマートフォン用議決権行使
ウェブサイトログインQRコード」を読み取りいただくことにより、「議
決権行使コード」及び「パスワード」を入力せずに議決権を行使できます。

見本

一度議決権を行使した後で行使内容を変更される場合、議決権行
使書用紙に記載の「議決権行使コード」及び「パスワード」をご
入力いただく必要があります。

！

　書面とインターネット等により重複して議決権を行使された場合は、インターネット等による議決権行使を有効なものといたします。
インターネット等により複数回数、又はパソコン、スマートフォン又は携帯電話等で重複して議決権を行使された場合は、最終に行使
されたものを有効な議決権行使として取り扱うことといたします。

機関投資家の皆さまへ
　上記のインターネットによる議決権行使のほかに、予め申込みされた場合に限り、株式会社東京証券取引所等が出資する株式会社�
ＩＣＪが運営する議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことができます。

インターネットによる議決権行使についての注意事項

※�QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

インターネットによる議決権行使のご案内
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株主総会参考書類
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議案及び参考事項

第１号議案 剰余金の処分の件

当社は、株主の皆さまへの適切な利益還元を経営上の重要課題として認識しており、財政状
態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況等を総合的に勘案した利益還元策を実施することを
基本方針としております。
上記の基本方針を踏まえ、当期の期末配当につきましては、以下のとおりとしたいと存じま

す。

期末配当に関する事項
（１） 配当財産の種類

金銭といたします。

（２） 配当財産の割当に関する事項及びその額
当社普通株式１株につき金1円といたしたいと存じます。
なお、この場合の配当総額は89,884,180円となります。

（３） 剰余金の配当が効力を生じる日
2025年３月28日（金曜日）といたしたいと存じます。

2025年03月05日 17時21分 $FOLDER; 7ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



再任

株主総会参考書類

7

第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）4名選任の件

本総会終結の時をもって、現任の取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名は任期満了
となりますので、取締役（監査等委員である取締役を除く。）4名の選任をお願いするものであり
ます。
取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補者は、社外取締役が委員長を務める指名・報

酬委員会で審議したうえで、取締役会において決定したものです。
なお、本議案につきましては、監査等委員会において検討がなされましたが、意見はございま

せんでした。
取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補者は、次のとおりであります。

候補者番号 １
フ ル キ ダ イ サ ク

（1979年９月14日生）古木 大咲
所有する

当社株式の数
39,950,000株

（―株）

取締役会への
出席状況
18／18回

（100％）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

2001年11月 三和エステート株式会社 入社
2006年 １月 当社設立 代表取締役
2016年 ４月 株式会社iApartment（現株式会社rh labo）

取締役（現任）
2016年 ６月 株 式 会 社 iVacation（現 株 式 会 社 rh

maintenance）取締役（現任）
2017年 ５月 株式会社iApartment（現株式会社rh labo）

代表取締役
2018年 ３月 当社 代表取締役CEO（現任）
2020年 １月 株式会社サナス（現株式会社rh warranty）

取締役（現任）
2020年12月 一般社団法人ＤＸ不動産推進協会 代表理事

（現任）
2022年 8月 株式会社Next Relation 取締役（現任）
2022年12月 Robot Home Reinsurance Inc. Director

（現任）
2023年 ３月 株 式 会 社 income club（現 株 式 会 社 rh

investment）取締役（現任）

［重要な兼職の状況］
株式会社rh labo 取締役
株式会社rh maintenance 取締役
株式会社rh warranty 取締役
株式会社rh investment 取締役
株式会社Next Relation 取締役
Robot Home Reinsurance Inc. Director
一般社団法人DX不動産推進協会 代表理事

候補者とした理由

候補者は、当社創業者として19
年にわたり経営を指揮し、当社グ
ループを発展させてきました。候
補者の経営実績、事業における幅
広い知識、優れたリーダーシップ
は、当社グループのさらなる企業
価値向上に引き続き必要であるこ
とから、選任をお願いするもので
あります。
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候補者番号 2
フ ジ モ ト カ ズ ユ キ

（1954年12月13日生）藤本 一之
所有する

当社株式の数
―株

（9,653株）

取締役会への
出席状況
18／18回
（100％）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

1977年 ４月 同和火災海上保険株式会社（現あいおいニッ
セイ同和損害保険株式会社）入社

2007年 ４月 ニッセイ同和損害保険株式会社（現あいおい
ニッセイ同和損害保険株式会社）執行役員

2007年 ６月 同社 取締役執行役員
株式会社損害保険リサーチ 社外取締役
株式会社自研センター 社外取締役
日本アウダテックス株式会社 社外取締役

2010年 ４月 MS&ADインシュアランスグループホールディ
ングス株式会社 執行役員

2010年 ６月 あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 常務
執行役員

2019年 ３月 当社 取締役執行役員コンプライアンス統括本
部長

2020年 １月 株式会社サナス（現株式会社rh warranty）
取締役

2020年 ３月 当社 取締役執行役員CCO（現任）
2020年 ６月 株 式 会 社 Residence kit（現 株 式 会 社 rh

labo） 取締役
2021年10月 株 式 会 社 income club（現 株 式 会 社 rh

investment） 取締役

［重要な兼職の状況］
―

候補者とした理由

候補者は、コンプライアンス・リ
スク管理部門における高い見識を
有し、当社のコンプライアンス強
化に寄与しております。このよう
な経験等は、引き続き当社の企業
価値向上に寄与することが期待さ
れるものと判断して、選任をお願
いするものであります。
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候補者番号 3
ヤ ス イ シ ン ジ

（1981年１月24日生）安井 慎二
所有する

当社株式の数
―株

（19,318株）

取締役会への
出席状況
18／18回
（100％）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

2004年11月 監査法人トーマツ（現有限責任監査法人トー
マツ）入所

2016年 9月 株式会社エース（現株式会社BuySell Techn
ologies）入社

2018年 7月 当社 入社
2019年10月 株式会社Robot Home（現株式会社rh labo）

監査役（現任）
株 式 会 社 TABICT （現 株 式 会 社 rh
maintenance） 監査役（現任）

2020年 1月 株式会社サナス（現株式会社rh warranty）
監査役（現任）

2021年 1月 当社 執行役員CFO
2021年10月 株 式 会 社 income club（現 株 式 会 社 rh

investment） 監査役（現任）
2021年12月 株式会社アイ・ディー・シー 監査役（現任）
2022年 ８月 株式会社Next Relation 監査役（現任）
2022年12月 Robot Home Reinsurance Inc. Director

（現任）
2023年３ 月 当社 取締役執行役員CFO（現任）

［重要な兼職の状況］
株式会社rh labo 監査役
株式会社rh maintenance 監査役
株式会社rh warranty 監査役
株式会社rh investment 監査役
株式会社アイ・ディー・シー 監査役
株式会社Next Relation 監査役
Robot Home Reinsurance Inc. Director

候補者とした理由

候補者は、公認会計士として、監
査法人また民間企業での豊富な職
務経験を有しています。2021年
1月には当社執行役員ＣＦＯに就
任し、当社並びに当社グループの
財務部門の責任者として指導力を
発揮しております。また、当社子
会社の監査役も兼務しており、当
社グループの事業に精通しており
ます。このような経験等は、引き
続き当社の企業価値向上に寄与す
ることが期待されると判断して、
選任をお願いするものでありま
す。
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候補者番号 4
ヤ ス ダ ヒ ロ カ ズ

（1984年４月26日生）安田 博一
所有する

当社株式の数
1,000株

（25,558株）

取締役会への
出席状況
18／18回
（100％）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

2007年 ４月 株式会社ガリバーインターナショナル（現株
式会社IDOM）入社

2016年11月 株 式 会 社 iVacation（現 株 式 会 社 rh
maintenance）入社

2019年10月 同社 取締役
2020年 ４月 同社 代表取締役（現任）
2021年 １月 当社 執行役員DX不動産推進本部本部長

株式会社Robot Home（現株式会社rh labo）
取締役

2021年10月 株 式 会 社 income club（現 株 式 会 社 rh
investment） 代表取締役（現任）

2021年12月 株式会社アイ・ディー・シー 取締役（現任）
2022年 ３月 当社 執行役員CSO
2023年 ３月 当社 取締役執行役員CSO（現任）

株式会社サナス（現株式会社rh warranty）取
締役（現任）

［重要な兼職の状況］
株式会社rh maintenance 代表取締役
株式会社rh investment 代表取締役
株式会社rh warranty 取締役
株式会社アイ・ディー・シー 取締役

候補者とした理由

候補者は、主に営業分野における
豊富な知識と経験を有しており、
2021年1月の当社執行役員就任
後は、当社営業部門にて指導力を
発揮しております。また、当社子
会社の取締役も兼務しており、当
社グループの事業に精通しており
ます。このような経験等は、引き
続き当社の企業価値向上に寄与す
ることが期待されると判断して、
選任をお願いするものでありま
す。

（注）1．書面決議による取締役会の回数は除いております。
2．各取締役候補者の有する当社の株式数は、2024年12月31日現在のものであります。
3．所有する当社株式の数の（ ）内の数字は、2024年12月31日現在のrobot homeグループ役員持株会での持ち分であり、

外数となっております。また、1株未満の株式を切り捨てて表示しています。
4．各取締役候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
5．当社は取締役全員を被保険者とする役員等賠償責任保険契約を締結しており、被保険者である取締役がその職務の執行に関

し責任を負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害が填補されます。なお、各候
補者が取締役に就任した場合には、当該保険契約の被保険者となり、任期途中に当該保険契約を更新する予定であります。

以上
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＜ご参考＞ 取締役スキルマトリクス
本総会において、第2号議案が原案どおり承認された場合のスキルマトリクスは以下のとおり

であります。

氏名 社
外

独
立

年
齢
(注)

専門性と経験

企業経営

財務
・
会計
・

ファイナ
ンス

コンプラ
イアンス

・
リスク
管理

内部統制
・

ガバナンス

ＩＴ
・
ＤＸ

不動産

古木 大咲 45歳 ○ ○ ○ ○

藤本 一之 70歳 ○ ○

安井 慎二 44歳 ○ ○ ○

安田 博一 40歳 ○ ○ ○

鈴木 良和 ● ● 51歳 ○ ○ ○

原 雅 彦 ● ● 68歳 ○ ○ ○

浅 田 浩 ● ● 57歳 ○ ○ ○ ○

（注）第19回定時株主総会日時点での年齢であります。
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１ 企業集団の現況に関する事項
１．事業の経過及び成果
当連結会計年度においては、個人消費・設備投資の改善や、雇用情勢・所得環境の改善等によ

り、緩やかな景気回復基調が見られる一方で、世界的金融引き締めに伴う影響や、日本銀行の金
融緩和政策の変更、資材・エネルギー価格の高騰等、依然として先行きが不透明な状態が続いて
おります。
このような状況の下、当社グループは、AI・IoT等の先端技術を活用したDX（デジタルトラン

スフォーメーション）を推進、及びそれら技術を活用した、賃貸経営プラットフォーム「robot
home」を継続的にアップデートしております。不動産オーナーに向けた新築・中古物件の供給
から、賃貸管理の受託、売却・再投資を経て、プラットフォーム内の流通がさらに拡大するとい
う好循環成長サイクルを生み出し、安定的にストック収入を拡大してまいりました。
これらの結果、当連結会計年度における業績は、売上高131億57百万円（前年同期比52.6％

増）、営業利益10億43百万円（前年同期比39.4％増）、経常利益10億18百万円（前年同期比
38.0％増）、親会社株主に帰属する当期純利益９億12百万円（前年同期比3.0％増）となりまし
た。

AI・IoT事業におきましては、賃貸経営プラットフォーム「robot home」の継続的な開発・
運用、及びサービスを提供してまいりました。入居者、オーナー、メンテナンス会社、賃貸仲介
会社、賃貸管理会社の全てのプレーヤーをプラットフォーム上で繋ぎ、賃貸経営の自動化を目指
してまいります。さらに、これまで蓄積された「リアル×テクノロジー」の知見をDX領域へと
展開し、不動産業界のみならず、他業界に対する「DX総合支援サービス」を提供しております。
この結果、当連結会計年度における売上高は７億14百万円（前年同期比34.7％増）、営業利益

は２億62百万円（前年同期比8.5％増）となりました。

robot home事業におきましては、AI・IoT事業で構築した賃貸経営プラットフォーム
「robot home」を活用し、不動産オーナーに向けた新築・中古物件の供給（フロー領域）から、
賃貸管理の受託（ストック領域）、売却・再投資（フロー領域）を経て、プラットフォーム内の
流通がさらに拡大するという好循環成長サイクルの構築に努めてまいりました。
ストック領域におきましては、AI・IoTなどのコアテクノロジーを活用した賃貸管理RPAシス

テム「robot home for PM」の導入により、業務効率化されたPM業務を実施し、安定したス
トック収入を拡大してまいりました。また、メンテナンス領域への事業領域拡大、及び自社保証
のシェア拡大等による持続的な収益基盤の拡大に注力いたしました。

2025年03月05日 17時21分 $FOLDER; 13ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



事業報告

13

フロー領域におきましては、購入サポートのみならず、資産形成サポート、売却サポートのさ
らなる充実により、アプリ内での取引を活性化。プラットフォーム内の流通を促進することで、
今後の収益基盤のさらなる安定化に向けた取り組みに注力いたしました。
この結果、当連結会計年度における売上高は124億69百万円（前年同期比53.9％増）、営業利

益は24億10百万円（前年同期比42.5％増）となりました。

２．設備投資の状況
当連結会計年度において実施いたしました設備投資の総額は736,360千円であり、その主な

ものは自社保有の収益物件に関するものが341,609千円及びオフィス移転に係る内装設備等に
関するものが293,743千円であります。

３．資金調達の状況
当社グループの主な資金需要は仕入資金及び収益物件の購入資金等であり、主に金融機関から

の借入により調達しております。
当連結会計年度末の借入金残高は1,321,375千円であります。
また、運転資金の効率的な資金調達を行うため、主要取引金融機関と総額1,295,000千円の当

座貸越契約を締結しております。当連結会計年度末における当該契約に基づく借入実行残高は
895,040千円であります。
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４．対処すべき課題
当社グループは、「テクノロジーで、住宅を変え、世界を変えていく。」という経営理念のも

と、AI・IoT等の先端技術を活用したDX（デジタルトランスフォーメーション）による不動産領
域の様々なサービスを通じて多様化する生活スタイルに相応しい利便性の高いサービスを提供し
ていくことで、経営理念を実現すべく事業展開を行ってまいります。
当社グループがこれまで培ってきたリアル領域とテック領域のノウハウをベースとし、リアル

×テクノロジーの知見をDX領域へと展開し企業価値の向上を目指すものであります。

①コーポレートガバナンスの強化
当社グループは、持続的成長と中長期的な企業価値の向上を目指し、経営の透明性・客観性の

確保のため、コーポレートガバナンスの強化が重要な課題であると認識しております。
そのため、経営の意思決定の迅速化及び機動的な業務執行の実現を図るとともに、経営の監督

機能と業務執行機能を明確に分離することで、経営の透明性・客観性の向上を図ってまいりま
す。また、指名・報酬委員会の設置により、取締役の報酬額についての客観性・透明性を高める
とともに、取締役会の実効性について、各取締役へのヒアリング等を通じて分析・評価を行って
おります。

②コンプライアンス・リスク管理体制の強化
当社グループは、コンプライアンス・リスク管理体制の強化が非常に重要な課題であると認識

しております。
そのため、当社グループのコンプライアンス・リスク管理を統括するコンプライアンス統括本

部を設置し、コンプライアンス委員会の実効性を確保するとともに、取締役会、監査等委員会、
内部監査室とも連携し、コンプライアンス・リスク管理体制の強化に取り組んでおります。
また、コンプライアンス統括本部内に事務課を設置することによる営業社員とは独立した部署

での顧客との契約適合性の厳格な審査を行うとともに、内部通報制度の充実などにも引き続き取
り組んでまいります。

③IT人材の確保と育成
当社グループの持続的企業価値向上の実現に向けて、優秀なIT人材を採用し、さらなるDX体

制を加速することが重要であると認識しております。
また、積極的な採用活動を推進していく一方で、従業員が中長期にわたって活躍しやすい環境

の整備、人事制度の構築やDX教育研修等を進めてまいります。
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④robot home事業の拡大及び今後の拡充
当社グループは、自社開発したIoTの強みと賃貸住宅販売の双方を通じて管理受託を強化する

ことにより、IoT賃貸住宅管理戸数をさらに拡大すると同時に、自社物件のIoT導入シェアの向上
を図ってまいります。
また、株式会社rh maintenanceにおけるメンテナンス事業及び株式会社rh warrantyにおけ

る保証サービスの受託も強化してまいります。
加えて、上記の施策の中で、賃貸経営を自動化するプラットフォーム「robot home」の導入

によりrobot home事業のコスト構造を改革し、収益力をアップしてまいります。
また、今後の収益基盤の安定化に向けた取り組みを強化するとともに、不動産投資マーケット

をさらに活性化すべく、テクノロジーを活用した、新たなマーケットプレイスを構築してまいり
ます。

⑤技術革新への対応
当社グループは、これまでIT技術を早期に導入することで、コスト優位性を確保し、サービス

やデザイン性の分野で差別化を図ってまいりましたが、ITの技術革新のスピードは速く、今後も
その環境変化へ対応することが重要であると考えております。そのため、最新の技術動向や環境
変化を常に把握できる体制を構築してまいります。

⑥システムトラブルへの対応
当社グループの事業のコアは、ITの技術であり、地震、火災などの自然災害、事故、停電など

予期せぬ事象の発生によって、当社グループ設備又は通信ネットワークに障害が発生した場合
や、外部からの不正な手段によるサーバーへの侵入などの犯罪や役職員の過誤によるネットワー
ク障害が発生した場合は、当社グループの営業活動に重大な影響を及ぼす可能性があります。
このため、自社内において、万全の情報セキュリティ対策や事業の安定的な運用のためのシス

テム強化を行っております。
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５．財産及び損益の状況の推移
①企業集団の財産及び損益の状況の推移

区 分 2021年度
第16期

2022年度
第17期

2023年度
第18期

2024年度
（当連結会計年度）

第19期
売 上 高 4,090,555千円 5,421,170千円 8,625,026千円 13,157,735 千円

経 常 利 益 355,050千円 664,943千円 737,530千円 1,018,066 千円

親会社株主に帰属する当期純利益 373,913千円 719,433千円 886,349千円 912,829 千円

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 4.12 円 8.00 円 9.86 円 10.16 円

総 資 産 9,932,940千円 10,753,662千円 12,019,376千円 13,233,088 千円

純 資 産 7,527,251千円 7,895,443千円 8,594,173千円 9,310,114 千円

１ 株 当 た り 純 資 産 額 82.95 円 87.64 円 95.58 円 103.57 円

（注）１．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第17期の期首から適用しており、第17期以
降に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

２．第17期において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、第16期に係る数値については、暫定的な会計処
理の確定の内容を反映しております。

②当社の財産及び損益の状況の推移

区 分 2021年度
第16期

2022年度
第17期

2023年度
第18期

2024年度
（当期）第19期

売 上 高 3,677,754千円 4,533,149千円 7,377,687千円 11,384,476 千円

経 常 利 益 281,186千円 790,685千円 417,712千円 847,162 千円

当 期 純 利 益 290,530千円 774,350千円 810,420千円 956,001 千円

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 3.20 円 8.61 円 9.02 円 10.64 円

総 資 産 9,691,471千円 10,639,179千円 11,734,856千円 13,079,396 千円

純 資 産 7,672,634千円 8,095,112千円 8,715,205千円 9,471,287 千円

１ 株 当 た り 純 資 産 額 84.56 円 89.89 円 96.96 円 105.37 円

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第17期の期首から適用しており、第17期以降に
係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。
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６．重要な親会社及び子会社の状況
①親会社の状況
該当事項はありません。

②重要な子会社の状況
会 社 名 資 本 金 当社の出資比率 主要な事業内容

株式会社rh labo 10,000千円 100.00％ IoT機器の開発、製造及び販売

株式会社rh maintenance 10,000千円 100.00％ メンテナンス事業

株式会社rh warranty 10,000千円 100.00％ 保証事業

株式会社rh investment 40,000千円 100.00％ robot home事業

株式会社アイ・ディー・シー 30,000千円 100.00％ 不動産開発事業、賃貸不動産管理業

株式会社Next Relation 10,000千円 80.00％ パブリックアフェアーズ事業

Robot Home Reinsurance Inc. 250千USD 100.00％ キャプティブ事業

７．主要な事業内容
当社グループにおいては、AI・IoT事業及びrobot home事業を行っております。
AI・IoT事業につきましては、主として不動産経営の自動化を目指す賃貸住宅のIoTプラットフ

ォーム「robot home」の継続的な開発・運用及びサービス提供やこれまで自社にて蓄積された
リアル×テクノロジーの知見をDX領域へ展開するとともに、不動産業界のみにかかわらず、他
業界に対するDXコンサルティングサービスを提供しております。
robot home事業につきましては、会員向けに投資用不動産を閲覧・検討・購入ができるサー

ビスの提供を行うとともに、賃貸経営の自動化プラットフォーム「robot home」の活用により
効率化された資産形成サービスを提供しております。
なお、具体的な事業内容は、主として以下のとおりであります。

事 業 区 分 事 業 内 容

AI・IoT事業 ・AI・IoT開発販売、及び導入支援サービス
・DX総合支援サービス

robot home事業 ・賃貸経営プラットフォーム「robot home」の運営
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８．主要な営業所
当 社：本社（東京）、大阪支店、名古屋支店、福岡支店、仙台支店
子会社：株 式 会 社 rh labo（東 京）、 株 式 会 社 rh maintenance（東 京）、 株 式 会 社 rh

warranty（東京）、株式会社rh investment（東京）、株式会社アイ・ディー・シー
（大阪）、株式会社Next Relation（東京）、Robot Home Reinsurance Inc.（ハワ
イ州）

９．従業員の状況
①企業集団の従業員数

従 業 員 数 前連結会計年度末比増減
238〔51〕 名 21 名増

（注）上記従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は年間の平均人員を〔 〕外数で記載しております。

②当社の従業員数
従 業 員 数 前期末比増減
144〔30〕 名 18 名減

（注）上記従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は年間の平均人員を〔 〕外数で記載しております。

10．主要な借入先
借 入 先 借 入 額

株式会社香川銀行 593,400千円
株式会社西京銀行 400,040千円
三井住友信託銀行株式会社 100,000千円
株式会社りそな銀行 68,980千円
北おおさか信用金庫 52,686千円

（注）運転資金の効率的な資金調達を行うため、主要取引金融機関と総額1,295,000千円の当座貸越契約を締結しております。なお、
当連結会計年度末における当該契約に基づく借入実行残高は895,040千円であります。
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２ 会社の株式に関する事項（2024年12月31日現在）

１．発行可能株式総数 282,464,000株

２．発行済株式の総数 91,127,000株

３．株主数 24,866名
４．大株主（上位12名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
古 木 大 咲 39,950,000 株 44.44 ％

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 5,896,900 株 6.56 ％

石 井 啓 子 2,591,000 株 2.88 ％

ケ イ ア イ ス タ ー 不 動 産 株 式 会 社 1,710,000 株 1.90 ％

み ず ほ 証 券 株 式 会 社 1,139,100 株 1.26 ％

公 益 財 団 法 人 石 井 育 英 会 986,900 株 1.09 ％

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 934,800 株 1.04 ％

楽 天 証 券 株 式 会 社 668,900 株 0.74 ％

JP モ ル ガ ン 証 券 株 式 会 社 455,211 株 0.50 ％

山 本 千 賀 子 402,000 株 0.44 ％

佐 伯 幸 祐 402,000 株 0.44 ％

吉 村 直 也 402,000 株 0.44 ％

（注）１．当社は、自己株式1,242,800株を保有しておりますが、上記大株主から除外しております。
２．持株比率は、自己株式を控除し、小数点第３位以下を切り捨てております。
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３ 会社の新株予約権等に関する事項
１．当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状況
該当事項はありません。

２．事業年度中に使用人等に対して職務執行の対価として交付された新株予約権の
状況

該当事項はありません。

３．その他新株予約権等に関する重要な事項
該当事項はありません。
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４ 会社役員に関する事項
１．取締役の氏名等

氏 名 地 位 担当及び重要な兼職の状況

古 木 大 咲 代 表 取 締 役

CEO
株式会社rh labo 取締役
株式会社rh maintenance 取締役
株式会社rh warranty 取締役
株式会社rh investment 取締役
株式会社Next Relation 取締役
Robot Home Reinsurance Inc. Director
一般社団法人DX不動産推進協会 代表理事

藤 本 一 之 取 締 役 執行役員CCO

安 井 慎 二 取 締 役

執行役員CFO
株式会社rh labo 監査役
株式会社rh maintenance 監査役
株式会社rh warranty 監査役
株式会社rh investment 監査役
株式会社アイ・ディー・シー 監査役
株式会社Next Relation 監査役
Robot Home Reinsurance Inc. Director

安 田 博 一 取 締 役

執行役員CSO
株式会社rh maintenance 代表取締役
株式会社rh investment 代表取締役
株式会社rh warranty 取締役
株式会社アイ・ディー・シー 取締役

鈴 木 良 和 取 締 役
（監 査 等 委 員）

シティユーワ法律事務所 パートナー
株式会社ゼロ 社外監査役
株式会社東日本銀行 社外監査役

原 雅 彦 取 締 役
（監 査 等 委 員） 霞ヶ関キャピタル株式会社 社外取締役

浅 田 浩 取 締 役
（監 査 等 委 員）

株式会社アーサーズ・チーム 代表取締役
株式会社ネクサスエージェント 取締役
Hmcomm株式会社 社外取締役

（注）１．取締役（監査等委員）鈴木良和氏、原雅彦氏及び浅田浩氏は、社外取締役であります。
２．当社は、監査等委員会の職務を補助するものとして、監査等委員会事務局を設置し、重要会議への出席を通じて情報収集を

行うほか、内部統制システムを通じた組織的監査を実施することにより監査の実効性を確保していることから、常勤の監査
等委員を選定しておりません。

３．当社は、取締役（監査等委員）鈴木良和氏、原雅彦氏及び浅田浩氏を、株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員と
して指定し、届け出ております。なお、浅田浩氏は株式会社ネクサスエージェントの取締役を兼務しております。株式会社
ネクサスエージェントと当社グループとの間では、業務委託契約による取引関係がありますが、その年間取引金額は、当社
グループの連結売上高の0.1％未満と僅少であるため、同氏の独立性は十分に確保されているものと判断しております。
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4．当社では、経営の意思決定、監督機能と業務執行機能の分離及び迅速な業務執行を図るため、執行役員制度を導入しておりま
す。取締役兼務者以外の執行役員は以下のとおりであります。

役 名 氏 名 職 名
執行役員 松 園 勝 喜 CDXO
執行役員 門 木 啓 蔵 CTO兼ＩＴ統括本部長
執行役員 小 野 寺 浩 太 CGRO兼社長室長

5．2025年1月31日をもって、門木 啓蔵氏が執行役員を辞任により退任しております。
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２．役員等賠償責任保険契約の内容の概要
①被保険者の範囲
当社及び当社の全ての子会社の全ての取締役、執行役員及び監査役

②保険契約の内容の概要
被保険者が①の会社の役員としての業務につき行った行為（不作為を含む）に起因して損害賠

償請求がなされたことにより、被保険者が被る損害賠償金や訴訟費用等を補償するものでありま
す。ただし、贈収賄などの犯罪行為や意図的に違法行為を行った役員自身の損害等は補償対象外
とすることにより、役員等の職務の執行の適正性が損なわれないように措置を講じております。
保険料は全額当社が負担します。

３．当事業年度に係る取締役の報酬等の額
①取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項
当社は、2021年２月19日開催の取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容に係る決

定方針を決議しております。また、業績連動報酬等や非金銭報酬等はなく、基本報酬のみとし、
役位、職責、在任年数に応じて他社水準、当社の業績、従業員給与の水準等を考慮し、総合的に
勘案して決定するものとしております。
②取締役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
当社の取締役の報酬は、株主総会で承認された報酬限度額内において算出しております。

2017年３月23日開催の第11回定時株主総会において、監査等委員を除く取締役の報酬額は年
額500,000千円以内、監査等委員である取締役の報酬額は年額50,000千円以内と決議しており
ます。当該株主総会終結時点の取締役の員数は５名（うち社外取締役は０名）、監査等委員であ
る取締役３名（うち社外取締役は３名）であります。
③取締役の個人別の報酬等の内容の決定に係る委任に関する事項
取締役の個人別の報酬の額又は算定方法の決定については、株主総会決議による報酬等の総額

の範囲内において、取締役会の決議により指名・報酬委員会に委任して決定するものとします。
指名・報酬委員会は、３名以上で、その半数以上を独立社外取締役で構成するものとしており

ます。なお、指名・報酬委員会の各構成員については次のとおりであります。
構成員の氏名、地位及び担当
委員長 鈴木良和（社外取締役）、委員 古木大咲（代表取締役CEO）、
委員 浅田浩（社外取締役）
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個人別の報酬に関する事項の決定権限を報酬委員会に委任した理由は、報酬の決定についての
透明性及び説明責任を強化するためです。
なお、当社は取締役の各個人の経営能力、業績及び貢献度等、報酬等の額の算定に必要となる

情報を、指名・報酬委員会に適切に提供しております。
④当該事業年度に係る取締役の個人別の報酬等の内容が当該方針に沿うものであると取締役会が
判断した理由
指名・報酬委員会における上記の手続きを経て取締役の個人別の報酬額が決定されていること

から、取締役会はその内容が決定方針に沿うものであると判断しております。
⑤取締役の報酬等の総額等

役員区分 報酬等の総額
（千円）

報酬等の種類別の総額（千円） 対象となる役員
の員数（名）基本報酬 業績連動報酬等 非金銭報酬等

取締役（監査等委員を除く） 112,950 112,950 ― ― 5

取締役（監査等委員）
（うち社外取締役）

21,600
（21,600）

21,600
（21,600） ― ― 3

（3）

４．社外役員に関する事項
①重要な兼職先と当社との関係
社外取締役（監査等委員）鈴木良和氏は、シティユーワ法律事務所のパートナー、株式会社ゼ

ロの社外監査役、株式会社東日本銀行の社外監査役を兼務しております。なお、当社と同事務所
並びに各社との間に特別の利害関係はありません。
社外取締役（監査等委員）原雅彦氏は、霞ヶ関キャピタル株式会社の社外取締役を兼務してお

ります。当社と同社との間に特別の利害関係はありません。
社外取締役（監査等委員）浅田浩氏は、株式会社アーサーズ・チームの代表取締役、株式会社

ネクサスエージェントの取締役、Hmcomm株式会社の社外取締役を兼務しております。株式会
社ネクサスエージェントと当社グループとの間では、業務委託契約による取引関係があります
が、その年間取引金額は、当社グループの連結売上高の0.1％未満と僅少であるため、同氏の独
立性は十分に確保されているものと判断しております。
②主要取引先等特定関係事業者との関係
該当事項はありません。
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③当事業年度における主な活動状況

区分 氏名 取締役会・監査等委員会
への出席状況 主な活動状況

社外取締役
（監査等委員）

鈴 木 良 和
当事業年度開催の取締役会
18回中18回出席
当事業年度開催の監査等委員会
13回中13回出席

弁護士としての豊富な知識と経験
から、取締役会及び監査等委員会
の議案審議における意思決定に際
し、特に遵法性に関する助言や提
言を適宜行っています。上記の助
言等は当社のガバナンスの維持・
強化に貢献しています。

原 雅 彦
当事業年度開催の取締役会
18回中18回出席
当事業年度開催の監査等委員会
13回中13回出席

中央省庁、政府機関、また民間企
業において要職を歴任した豊富な
知識と経験から、取締役会及び監
査等委員会の議案審議に際して
様々な観点から助言や提言を行っ
ています。上記の助言等は当社の
ガバナンスの維持・強化に貢献し
ています。

浅 田 浩
当事業年度開催の取締役会
18回中18回出席
当事業年度開催の監査等委員会
13回中13回出席

企業経営や不動産業界に関する豊
富な知識と経験から、取締役会及
び監査等委員会の議案審議に際し
当社の置かれた状況を的確に捉え
た助言や提言を行っています。上
記の助言等は当社事業の先進性の
維持・強化に貢献しています。

（注）書面決議による取締役会の回数は除いております。

④責任限定契約の内容の概要
該当事項はありません。
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５ 会計監査人の状況
１．会計監査人の名称
監査法人ハイビスカス
２．責任限定契約の内容の概要
当社と会計監査人は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償

責任を限定する契約を締結しております。
当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、同法第425条第１項に定める最低責任限度額とし

ております。
３．当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

監査法人ハイビスカス

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等 25,000千円

当社及び子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 25,000千円
（注）当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬の額を区分してお

らず、実質的にも区分できないため、当事業年度に係る報酬等の額はこれらの合計額を記載しております。

４．会計監査人の報酬等に監査等委員会が同意した理由
監査等委員会は、公益社団法人日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務

指針」を踏まえ、会計監査人の監査計画、監査内容等の概要や報酬見積りの算定根拠を確認し、
検討した結果、会計監査人の報酬等の額について会社法第399条第１項の同意を行っておりま
す。
５．非監査業務の内容
該当事項はありません。
６．会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目のいずれかに該当する

と認められる場合には、監査等委員全員の同意に基づき会計監査人を解任いたします。この場
合、監査等委員会が選定した監査等委員は、解任した旨と解任の理由について、解任後最初に招
集される株主総会において報告いたします。
監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合その他必要があると判断した場合

は、会計監査人の解任又は不再任に関して、株主総会に提出する議案の内容を決定いたします。
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６ 会社の体制及び方針
１．業務の適正を確保するための体制
当社グループは、業務の適正を確保するための体制として、「内部統制システムに関する基本

方針」を定めており、当該方針に基づき内部統制システムの運用を行っております。その概要は
以下のとおりであります。

（1）取締役、使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
① 企業倫理・コンプライアンス遵守の基本姿勢を明確にするため、当社グループの定める
「経営理念」を遵守徹底する。
② 当社及び子会社の取締役、使用人が法令及び定款を遵守し、社会規範に則した行動を行う
ために「コンプライアンス基本方針」並びに「コンプライアンス規程」を定め、コンプライ
アンスが全ての企業活動の基本であることを徹底する。

③ 「コンプライアンス基本方針」において、コンプライアンスを「法令等を守り、社会から
の要請に適合した企業活動を営むこと」と定義し、また、コンプライアンス担当役員が所管
するコンプライアンス統括本部を中心に、コンプライアンス体制の維持向上を図る。

④ コンプライアンス担当役員を委員長とする「コンプライアンス委員会」を定期的に開催
し、委員会活動等を通じて、当社グループのコンプライアンスに係わる全体の方針の策定、
諸施策の企画・推進、活動状況の監督・指導を行う。

⑤ 内部通報制度として、社員からの通報、相談対応窓口を社外専門会社に設置する他、顧客
及び取引先等の当社外の関係者が通報等を行える独立通報窓口であるrobot homeグループ
コンプライアンスラインを社外に設置し、問題の早期発見、未然防止を図り、適切かつ迅速
に対応する。

⑥ 使用人の職務執行の適切性を確保するために、内部監査室を配置し、「内部監査基本規程」
に基づき内部監査を実施する。また、内部監査室長は、必要に応じて監査等委員、監査法人
と情報交換を行い、効率的な内部監査を実施する。

（2）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
取締役の職務執行において、取締役会、経営会議、コンプライアンス委員会、その他の委

員会の議事録、稟議書、契約書等を始めとした書類と職務執行に係る情報の取扱いは、「文
書管理規程」等の社内規程に基づき、適切に保存及び管理を行う。

（3）損失の危険の管理に関する規程その他の体制
① 取締役会が損失に繋がるリスクの管理体制を構築する責任と権限を有し、これに従いリス
ク管理に係る「リスク管理規程」を制定し、リスク管理部門として経営管理本部がリスク管
理活動を統括する。
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② コンプライアンス委員会において、想定される各種リスクに対応し、適切に評価・管理を
行う体制を構築する。

③ 危機発生時の対応及び事業継続のため、「事業継続管理規程」を定め、企業価値の毀損を
極小化するとともに、業務の迅速かつ効率的な復旧を行う体制を構築する。

（4）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 取締役会を毎月１回定期的に開催するとともに、機動的な意思決定を行うための臨時取締
役会を適宜開催するものとし、適切な職務執行が行える体制を確保する。

② 取締役会の下に、経営会議を設置し、取締役会の意思決定に資するために、取締役会付議
事項の事前検討を行うとともに、取締役会で決定した方針及び計画に基づき、取締役会の指
示、意思決定を具体的に各部署に伝達する。

③ 日常の職務執行において、効率的に実施するために、「業務分掌規程」「職務権限規程」等
の社内規程に基づき、権限の委譲を行い、各職位の責任者が的確に意思決定できるような体
制を整備する。

（5）当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
① 当社は、統一された経営理念のもと、個々の事業戦略に基づく意思決定及び業務の適正を
確保するため「関係会社管理規程」を定め、この規程に沿って子会社の管理については経営
管理本部が行い、監査については内部監査室等が行う。

② 子会社については、自主的経営を基本とするが、子会社の業務及び取締役等の職務の執行
に係る状況を定期的に当社の取締役会に報告し、重要な案件は事前に当社の承認を要する体
制とする。

（6）監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に
関する事項、当該使用人の取締役（監査等委員を除く）からの独立性及び、当該使用人に対
する指示の実効性の確保に関する事項
監査等委員会の職務は監査等委員会事務局においてこれを補助する。なお、監査等委員会

事務局を内部監査室が兼務する。また、内部監査室が監査等委員の職務を補助すべき期間中
の指揮権は、監査等委員会に委嘱されたものとし、取締役（監査等委員である取締役を除
く。）からの指示・命令は受けないこととする。なお、内部監査部門の人事事項（異動、評
価及び懲戒等）については、監査等委員との事前協議を要するものとする。

（7）当社取締役（監査等委員である取締役を除く。）、子会社の取締役及び使用人が監査等委員会
に報告するための体制、その他監査等委員会への報告に関する体制並びに監査等委員会へ報
告した者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための
体制

① 監査等委員は、取締役会のほか、必要に応じて重要会議に出席するとともに、稟議書その
他業務執行に関する重要な文書を閲覧し、取締役又は従業員にその説明を求めることができ
る。
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② 当社取締役（監査等委員を除く）、子会社の取締役及び使用人は、法令に違反する事実、
会社に著しい損害を与えるおそれのある事実を発見したときには、速やかに監査等委員に報
告する。

③ 当社取締役（監査等委員を除く）、子会社の取締役及び使用人は、監査等委員からの業務
執行に関する事項の報告を求められた場合には、速やかに報告する。

④ 監査等委員会へ報告をした者に対し、当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを行
うことを禁止するとともに、その旨を周知徹底する。

（8）監査等委員の職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）について生ず
る費用の前払い、又は償還の手続きその他の当該職務の執行について生ずる費用又は債務の
処理に係る方針に関する事項
監査等委員がその職務の執行について、当社に対し会社法第399条の２第４項に基づく費

用の前払い等を請求したときは、当該請求に係る費用又は債務が当該監査等委員の職務の執
行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用又は債務を処理する。また当会
社は、監査業務に係る費用を支弁するため、必要に応じ、一定額の予算を確保するものとす
る。

（9）その他監査等委員の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 監査等委員会は、代表取締役と定期的な会合を持ち、会社が対処すべき課題、会社を取り
巻くリスク、監査の環境整備の状況、監査上の重要課題等について意見交換を行う体制とす
る。

② 監査等委員会は、必要に応じて、内部監査室長及び会計監査人と連携を図り、情報交換を
行うとともに監査の効率性及び実効性が確保できる体制とする。

（10）反社会的勢力排除のための体制
当社は、社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力とは一切の関係を持たず、不当要

求にも応じないことを基本方針とする。その旨を取締役及び使用人に周知徹底するととも
に、平素より公益社団法人警視庁管内特殊暴力防止対策連合会、弁護士等関係外部機関と緊
密な連携関係を構築し、事案が発生した場合は、組織的に対処できる体制を構築する。

２．業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
（1）業務執行の効率性の向上に関する取り組みの状況

取締役会を18回開催し、法令や定款に定める事項及び経営上重要な事項に関する意思決
定のほか、取締役の職務の執行の監督等を行いました。
また、当社は、取締役会の決議により、重要な業務執行の決定の一部を取締役に委任し、

効率的な意思決定を行っております。
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（2）監査等委員会に関する運用状況
① 監査等委員は取締役会、経営会議等の重要会議に出席し、取締役等から業務執行の状況の
報告を受けています。また、審議事項については必要に応じて意見を述べるとともに、その
意思決定の過程や内容について監督を行っています。

② 監査等委員長はコンプライアンス委員会に委員として出席し、審議事項については必要に
応じて意見を述べるとともに、その内容について監督を行っています。出席後、監査等委員
会にてコンプライアンス委員会の議事内容を報告、意見交換をすることで効果的に不正等の
各種リスクについて監視、検証を行っています。

③ 監査等委員会は会計監査人と定期的に情報交換を行うとともに、実査に同行し、会計監査
人の品質管理体制の確認、及び財務報告に係る内部統制への対応状況について監視、検証を
行っています。

④ 監査等委員会は内部監査室が実施する内部監査等に関する報告を聴取するとともに、拠点
往査に同行し、各拠点の業務運営状況の適正性について巡視、検証を行っています。

３．株式会社の支配に関する基本方針
当社では、会社の財務及び事業の方針決定を支配する者のあり方に関する基本方針について

は、特に定めておりません。

４．剰余金の配当等の決定に関する方針
当社は、株主の皆さまに対する利益還元を経営の重要課題の一つと位置付け、将来の事業拡大

に備えた企業体質の維持・強化を図りつつ継続的かつ安定的な配当を実施することを基本方針と
しております。
上記の企業方針及び当期の業績を総合的に勘案し、当期の期末配当につきましては、１株当た

り１円とさせていただきます。

（注）本事業報告中の記載金額・株数は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。
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連結貸借対照表（2024年12月31日現在） （単位：千円）
資 産 の 部

科 目 金 額

流 動 資 産 9,823,637
現 金 及 び 預 金 6,501,814
売 掛 金 412,299
商 品 及 び 製 品 13,446
販 売 用 不 動 産 2,571,583
仕 掛 販 売 用 不 動 産 164,767
貯 蔵 品 5,482
そ の 他 249,830
貸 倒 引 当 金 △95,585

固 定 資 産 3,409,450
有 形 固 定 資 産 1,584,477
建 物 及 び 構 築 物 885,198
機械装置及び運搬具 5,694
土 地 641,842
リ ー ス 資 産 6,944
そ の 他 44,798

無 形 固 定 資 産 395,723
の れ ん 168,155
顧 客 関 連 資 産 64,498
そ の 他 163,069

投 資 そ の 他 の 資 産 1,429,249
投 資 有 価 証 券 1,038,034
繰 延 税 金 資 産 187,252
そ の 他 203,962

資 産 合 計 13,233,088

負 債 の 部
科 目 金 額

流 動 負 債 3,020,042
買 掛 金 467,170
短 期 借 入 金 500,040
1年内返済予定の長期借入金 62,676
未 払 法 人 税 等 17,798
預 り 金 1,246,077
債務保証損失引当金 337,667
そ の 他 388,612

固 定 負 債 902,931
長 期 借 入 金 758,659
資 産 除 去 債 務 102,907
繰 延 税 金 負 債 18,333
そ の 他 23,032

負 債 合 計 3,922,974
純 資 産 の 部

株 主 資 本 9,298,789
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 7,460,469
利 益 剰 余 金 2,128,305
自 己 株 式 △299,986

その他の包括利益累計額 10,169
その他有価証券評価差額金 4,955
為 替 換 算 調 整 勘 定 5,214

非 支 配 株 主 持 分 1,155
純 資 産 合 計 9,310,114
負 債 ・ 純 資 産 合 計 13,233,088
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連結損益計算書（2024年１月１日から2024年12月31日まで） （単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 13,157,735
売 上 原 価 8,725,443

売 上 総 利 益 4,432,292
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 3,388,317

営 業 利 益 1,043,974
営 業 外 収 益

受 取 利 息 955
受 取 配 当 金 8,298
そ の 他 2,115 11,369

営 業 外 費 用
支 払 利 息 21,585
支 払 保 証 料 1,456
投 資 事 業 組 合 運 用 損 4,355
支 払 手 数 料 7,934
そ の 他 1,945 37,276
経 常 利 益 1,018,066

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 18
資 産 除 去 債 務 戻 入 益 7,344 7,363

特 別 損 失
投 資 有 価 証 券 評 価 損 26,710 26,710
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 998,719
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 16,654
法 人 税 等 調 整 額 70,858 87,512
当 期 純 利 益 911,206
非支配株主に帰属する当期純損失（△） △1,622
親会社株主に帰属する当期純利益 912,829
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連結株主資本等変動計算書（2024年１月１日から2024年12月31日まで） （単位：千円）

株主資本
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

2024年１月１日残高 10,000 7,460,469 1,395,244 △299,986 8,565,728

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △179,768 △179,768
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 912,829 912,829
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （純 額）

連結会計年度中の変動額合計 ― ― 733,061 ― 733,061

2024年12月31日残高 10,000 7,460,469 2,128,305 △299,986 9,298,789

その他の包括利益累計額
非支配
株主持分 純資産合計その他

有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

その他の
包括利益
累計額合計

2024年１月１日残高 25,107 560 25,667 2,778 8,594,173

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △179,768
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 912,829
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （純 額） △20,151 4,653 △15,497 △1,622 △17,120

連結会計年度中の変動額合計 △20,151 4,653 △15,497 △1,622 715,940

2024年12月31日残高 4,955 5,214 10,169 1,155 9,310,114

2025年03月05日 17時21分 $FOLDER; 34ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



連結計算書類

34

連結注記表
連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数 10社
主要な連結子会社の名称
株式会社rh labo
株式会社rh maintenance
株式会社rh warranty
株式会社rh investment
株式会社アイ・ディー・シー
株式会社Next Relation
Robot Home Reinsurance Inc.

２．持分法の適用に関する事項
該当事項はありません。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

４．会計方針に関する事項
（1）重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券
その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの
決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移

動平均法により算定）を採用しております。
市場価格のない株式等
移動平均法による原価法を採用しております。
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② 棚卸資産
イ．商品及び製品

先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算
定）を採用しております。

ロ．販売用不動産、仕掛販売用不動産
個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）を

採用しております。なお、販売用不動産のうち賃貸に供している物件については、有形固定資産に
準じて減価償却を行っております。

ハ．貯蔵品
主として最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法により算定）を採用しております。

（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。
ただし、建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築

物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物 ３〜18年
構築物 10年
機械装置 ８〜10年
車両運搬具 ３年
工具器具備品 ２〜20年

② 無形固定資産（のれんを除く）
定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）、顧客関連資産につ

いては、その効果の発現する期間（15年）に基づいております。

③ リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。
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（3）重要な引当金の計上基準
① 貸倒引当金

債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に
ついては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 債務保証損失引当金
債務保証等に係る損失に備えるため、当連結会計年度末における損失発生見込額を計上しておりま

す。

（4）その他連結計算書類作成のための重要な事項
① のれんの償却方法及び償却期間

のれんの償却については、その効果が発現すると見積もられる期間で均等償却しております。

② 重要な収益及び費用の計上基準
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」

といいます。）等を適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー
ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。
これにより、顧客への財又はサービスの提供における当社の役割が代理人に該当する取引について

は、顧客からの受取り額から仕入先等に支払う額を控除した純額で収益を認識しております。
当社グループの顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当

該履行義務を充足する通常の時点は、以下のとおりであります。なお、取引の対価は主として履行義務
の充足時点から１年以内に受領しており、重要な金融要素は含んでおりません。

イ．AI・IoT事業
IoT機器販売
顧客からの注文に基づき製品及び商品を発送、販売する義務を負っております。当該製品及び商

品の発送、販売は顧客に製品及び商品を受け渡した時点で履行義務が充足されるため、一時点で収
益を認識しております。

robot home アプリサービス
顧客との契約に基づき賃貸経営をアプリで管理可能な「robot home」を提供しております。当

該収益はこれらは主に時の経過とともに履行義務が充足されることから、一定期間にわたり収益を
認識しております。
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DX総合支援サービス
顧客との契約に基づき主にDXコンサルティング、IRコンサルティング、GRコンサルティング、

PRコンサルティング、PAコンサルティング等の包括的なDX総合支援サービスを提供する履行義務
を負っております。当該業務においては、顧客との契約ごとに履行義務が充足された時点において
収益を認識しております。

ロ．robot home事業
プロパティマネジメント
顧客との管理受託契約に基づき賃貸管理業務を行う義務を負っております。当該賃貸管理業務に

おいては、履行義務が一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に応じ
て収益を認識しております。

メンテナンスサービス
顧客との管理受託契約に基づき建物管理業務を行う義務を負っております。当該建物管理業務に

おいては、履行義務が一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に応じ
て収益を認識しております。

滞納家賃保証サービス
顧客との契約に基づき滞納家賃保証サービスを提供する履行義務を負っております。当該保証サ

ービスにおいては、企業会計基準第10号「金融商品に関する会計基準」が適用されるため、顧客と
の契約から生じる収益の範囲外としております。

投資用不動産開発販売
投資用不動産を閲覧、検討、購入ができる不動産投資マーケットプレイス「income club」を活

用した投資用不動産の開発、販売を行っており、顧客との不動産売買契約に基づき当該物件の引渡
しを行う義務を負っております。当該不動産販売においては、物件の引渡しをもって顧客に支配が
移転し、履行義務が充足されることから、一時点で収益を認識しております。

不動産仲介手数料
投資用不動産を閲覧、検討、購入ができる不動産投資マーケットプレイス「income club」を活

用した、不動産の売買の際に買主と売主の間に立ち、売買契約を成立させる事業であり、顧客との
媒介契約に基づき取引条件の交渉・調整等の契約成立に向けての業務、重要事項説明書の交付・説
明、契約書の作成・交付及び契約の履行手続への関与等の一連の業務に関する義務を負っておりま
す。当該履行義務は媒介契約により成立した不動産売買契約に関する物件が引き渡される一時点で
充足されるものであり、当該引渡時点において収益を認識しております。
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会計上の見積りに関する注記
（繰延税金資産の回収可能性）

１．当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額
繰延税金資産 187,252千円

２．識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
当社グループは、将来減算一時差異及び繰越欠損金の一部が将来の一時差異等加減算前課税所得の見積り

に対して利用できる可能性を考慮して、繰延税金資産の回収可能性について判断しております。将来の一時
差異等加減算前課税所得の見積りに当たっては、合理的な見積可能期間内の事業計画を基礎としておりま
す。その主要な仮定は、将来売上高の成長率です。
当該見積りは、将来の不確実な経済状況や経営状況によって影響を受ける可能性があります。また、予測

不能な事態の発生により、将来売上高が変動することに伴い課税所得の見積額が変動し、翌連結会計年度の
繰延税金資産及び法人税等調整額の金額に重要な影響を与える可能性があります。

会計上の見積りの変更に関する注記
資産除去債務の見積りの変更
当連結会計年度において、賃貸契約に伴う原状回復義務として計上していた資産除去債務について、原状

回復費用の新たな情報の入手に伴い、見積りの変更を行いました。当該変更による減少額7,344千円を変更
前の資産除去債務残高から減額しております。この見積りの変更により、当連結会計年度の税金等調整前当
期純利益が7,344千円増加しております。
また、名古屋支店及び大阪支店の移転に関する決定を行ったことに伴い、移転後において利用見込みのな

い固定資産について耐用年数を短縮し、将来にわたり変更しております。この見積りの変更により、従来の
方法に比べて、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ22,981千円
減少しております。
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連結貸借対照表に関する注記
１．担保提供資産及び対応債務

担保に提供している資産（帳簿価額）
仕掛販売用不動産 662,056千円
建物 32,205千円
土地 4,968千円
投資有価証券 300,000千円

上記に対応する債務（帳簿価額）
短期借入金 400,040千円
1年内返済予定の長期借入金 1,332千円
長期借入金 528,009千円

２．有形固定資産の減価償却累計額 203,439千円
減価償却累計額には減損損失累計額が含まれております。

連結損益計算書に関する注記
売上原価
期末棚卸高は収益性の低下に伴う簿価切下げ後の金額であり、次の棚卸資産評価損が売上原価に含まれて

おります。
49,537千円
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連結株主資本等変動計算書に関する注記
１．当連結会計年度末における発行済株式の種類及び総数

当連結会計年度末における発行済株式の総数は、普通株式91,127,000株であります。

２．当連結会計年度末における自己株式の種類及び株式数
普通株式 1,242,800株

３．配当に関する事項
（1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円） 基準日 効力発生日

2024年３月28日
定時株主総会 普通株式 89,884 1 2023年12月31日 2024年３月29日
2024年８月９日
取締役会 普通株式 89,884 1 2024年６月30日 2024年９月４日

（2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議予定 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

2025年３月27日
定時株主総会 普通株式 利益剰余金 89,884 12024年12月31日 2025年３月28日

金融商品に関する注記
１．金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針

当社グループは、必要な資金を主に自己資金で賄っており、必要に応じて銀行借入にて調達を行う方針
であります。また、一時的な余資は主に流動性が高く安全性の高い金融資産で運用しております。なお、
デリバティブ取引は、投機目的では行わない方針であります。

（2）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
営業債権である売掛金は、顧客及び取引先の信用リスクに晒されております。当該リスクに関しては、

担当部署が取引先ごとの期日管理及び残高管理を行っています。また、債権の回収期日が到来してもなお
未回収である場合には、現況を調査し関係部門と連絡を密にして回収確保の処理を図っております。
投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式及び投資事業有限責任組合等への出資であり、

発行体の信用リスク及び市場価格の変動リスクに晒されておりますが、四半期ごとに発行体及び投資事業
有限責任組合の財務状況や時価を把握しております。
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営業債務である買掛金は、１年以内の支払期日であり流動性リスクに晒されておりますが、当社は、適
宜資金繰計画を作成するなどの方法により管理しております。
借入金は、主に運転資金及び株式取得資金の調達を目的としたものであります。このうち一部は資金調

達に係る金利リスク及び流動性リスクに晒されておりますが、資金調達時には、金利の変動動向の確認及
び他の金融機関との金利比較を行っており、また、適宜資金繰計画を作成するなどの方法により管理して
おります。

（3）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額

が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採
用することにより、当該価額が変動することもあります。

２．金融商品の時価等に関する事項
2024年12月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。
（単位：千円）

連結貸借対照表計上額 時価 差額
投資有価証券 136,260 136,260 ―

資産計 136,260 136,260 ー

長期借入金(※3) 821,335 821,521 186

負債計 821,335 821,521 186
(※1) 「現金及び預金」「売掛金」「買掛金」「短期借入金」「未払法人税等」については、現金であること、及

び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しておりま
す。

(※2) 市場価格のない株式等は、以下のとおりであります。また、投資事業組合への出資は、「時価の算定に
関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日）第24-16項に従い、
時価開示の対象としておりません。当該出資の連結貸借対照表計上額は135,581千円であります。

区分 連結貸借対照表計上額（千円）

非上場株式等 901,774
(※3) 長期借入金には１年内返済予定の長期借入金を含んでおります。
(※4) 長期借入金の時価は、新規に同様の借入れを行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値によ

り算定しております。ただし、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映することから、時価
は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額によっております。
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（注）長期借入金の連結決算日後の返済予定額
（単位：千円）

1年以内 1年超2年以内 2年超3年以内 3年超4年以内 4年超5年以内 5年超

長期借入金 62,676 586,506 44,335 31,488 31,488 64,842

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベル

に分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算

定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ
れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

（1）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券 136,260 ー ー 136,260

（2）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
長期借入金 ー 821,521 ー 821,521

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券
上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時

価をレベル１の時価に分類しております。
長期借入金
長期借入金の時価は、元利金の合計額を、同様の新規借入を行った場合に想定される金利を基に、割引

現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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収益認識に関する注記
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(単位：千円)
報告セグメント

AI・IoT
事業

robot home
事業 計

売上高

一時点で移転される財又はサービス 463,336 9,629,462 10,092,799

一定の期間にわたり移転される財又はサービス 225,317 2,146,639 2,371,957

顧客との契約から生じる収益 688,654 11,776,102 12,464,756

その他の収益 ー 692,978 692,978

外部顧客への売上高 688,654 12,469,080 13,157,735

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、連結注記表 「４．会計方針に関する

事項 （4）その他連結計算書類作成のための重要な事項 ②重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとお
りです。

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会
計年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び
時期に関する情報

（1）顧客との契約から生じた債権及び契約負債の残高等
(単位：千円)

当連結会計年度
顧客との契約から生じた債権（期首残高） 449,700

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 412,299

契約負債（期首残高） 30,923

契約負債（期末残高） 13,208
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契約負債は、主にrobot home事業における顧客から受け取った前受金に関するものであり、連結貸借対
照表上、流動負債の「その他」に含まれております。契約負債は、収益の認識に伴い取り崩されます。
当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、30,923千円

であります。なお、当連結会計年度の契約負債について重要な変動はありません。
過去の期間に充足した履行義務から、当連結会計年度に認識した収益の額に重要性はありません。

（2）残存履行義務に配分した取引価格
当社グループでは、当初に予定される顧客との契約期間が１年以内であるため実務上の便法を適用し、

残存履行義務に配分した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間の記載を省略しております。

１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 103円57銭
１株当たり当期純利益 10円16銭

重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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貸借対照表（2024年12月31日現在） （単位：千円）
資 産 の 部

科 目 金 額

流 動 資 産 9,432,109
現 金 及 び 預 金 5,833,661
売 掛 金 385,672
商 品 及 び 製 品 2,099
販 売 用 不 動 産 2,571,583
仕 掛 販 売 用 不 動 産 164,802
貯 蔵 品 5,482
前 渡 金 81,775
前 払 費 用 25,914
関係会社短期貸付金 350,000
そ の 他 28,934
貸 倒 引 当 金 △17,815

固 定 資 産 3,647,287
有 形 固 定 資 産 1,516,941
建 物 828,642
そ の 他 688,299

無 形 固 定 資 産 97,281
そ の 他 97,281

投 資 そ の 他 の 資 産 2,033,064
投 資 有 価 証 券 1,042,585
関 係 会 社 株 式 691,640
繰 延 税 金 資 産 115,516
出 資 金 820
そ の 他 182,502

資 産 合 計 13,079,396

負 債 の 部
科 目 金 額

流 動 負 債 2,641,939
買 掛 金 549,417
短 期 借 入 金 500,040
1年内返済予定の長期借入金 14,400
未 払 金 290,422
未 払 費 用 7,611
未 払 法 人 税 等 13,954
未 払 消 費 税 等 21,011
前 受 金 8,048
預 り 金 1,232,647
リ ー ス 債 務 2,286
そ の 他 2,100

固 定 負 債 966,170
長 期 借 入 金 579,000
リ ー ス 債 務 5,562
資 産 除 去 債 務 94,511
関係会社事業損失引当金 287,096

負 債 合 計 3,608,109
純資産の部

株 主 資 本 9,466,331
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 7,464,800
資 本 準 備 金 7,206,540
そ の 他 資 本 剰 余 金 258,259

利 益 剰 余 金 2,291,517
利 益 準 備 金 14,482
そ の 他 利 益 剰 余 金 2,277,035
繰 越 利 益 剰 余 金 2,277,035

自 己 株 式 △299,986
評価・換算差額等 4,955
その他有価証券評価差額金 4,955

純 資 産 合 計 9,471,287
負 債 ・ 純 資 産 合 計 13,079,396
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損益計算書（2024年１月１日から2024年12月31日まで） （単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 11,384,476
売 上 原 価 8,381,393

売 上 総 利 益 3,003,083
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,268,785

営 業 利 益 734,297
営 業 外 収 益

受 取 利 息 27,202
受 取 配 当 金 115,887
そ の 他 1,011 144,101

営 業 外 費 用
支 払 利 息 17,668
投 資 事 業 組 合 運 用 損 5,151
支 払 手 数 料 7,934
そ の 他 481 31,235
経 常 利 益 847,162

特 別 利 益
資 産 除 去 債 務 戻 入 益 7,344
関係会社事業損失引当金戻入益 206,430 213,775

特 別 損 失
投 資 有 価 証 券 評 価 損 26,710 26,710
税 引 前 当 期 純 利 益 1,034,228
法人税、住民税及び事業税 10,892
法 人 税 等 調 整 額 67,334 78,226
当 期 純 利 益 956,001
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株主資本等変動計算書（2024年１月１日から2024年12月31日まで） （単位：千円）
株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他資本
剰余金

資本剰余
金合計

利益
準備金

その他利益剰余金 利益剰余金
合計繰越利益剰余金

2024年１月１日残高 10,000 7,206,540 258,259 7,464,800 14,482 1,500,802 1,515,284

事業年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △179,768 △179,768

当 期 純 利 益 956,001 956,001
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額（純額）

事業年度中の変動額合計 ー ー ー ー ー 776,233 776,233

2024年12月31日残高 10,000 7,206,540 258,259 7,464,800 14,482 2,277,035 2,291,517

株主資本 評価・換算差額等
純資産合計

自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

2024年１月１日残高 △299,986 8,690,098 25,107 25,107 8,715,205

事業年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △179,768 △179,768

当 期 純 利 益 956,001 956,001
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額（純額） △20,151 △20,151 △20,151

事業年度中の変動額合計 ー 776,233 △20,151 △20,151 756,081

2024年12月31日残高 △299,986 9,466,331 4,955 4,955 9,471,287
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個別注記表
重要な会計方針
１．資産の評価基準及び評価方法
（1）有価証券の評価基準及び評価方法

① 子会社及び関連会社株式 …………… 移動平均法による原価法
② そ の 他 有 価 証 券

市場価格のない株式等以外のもの …………… 期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産
直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等 …………… 移動平均法による原価法
（2）棚卸資産の評価基準及び評価方法

① 販 売 用 不 動 産
仕 掛 販 売 用 不 動 産

…………… 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づ
く簿価切下げの方法により算定）
なお、販売用不動産のうち賃貸に供している物件について
は、有形固定資産に準じて減価償却を行っております。

② 貯 蔵 品 …………… 主として最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収
益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

２．固定資産の減価償却の方法
（1）有形固定資産（リース資産を除く） …………… 定率法によっております。

ただし、建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１
日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額
法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建 物 ８〜18 年
工具、器具及び備品 ２〜20 年

（2）無 形 固 定 資 産………………定額法によっております。
なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利
用可能期間（５年）に基づいております。

（3）リ ー ス 資 産………………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採
用しております。
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３．引当金の計上基準
（1）貸 倒 引 当 金………………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については

貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個
別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しておりま
す。

（2）関係会社事業損失引当金………………関係会社の事業に係る損失等に備えるため、財政状態等を個
別に勘案し、損失見込額を計上しております。

４．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
重要な収益及び費用の計上基準
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」

といいます。）等を適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー
ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。
これにより、顧客への財又はサービスの提供における当社の役割が代理人に該当する取引について

は、顧客からの受取り額から仕入先等に支払う額を控除した純額で収益を認識しております。
当社グループの顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当

該履行義務を充足する通常の時点は、以下のとおりであります。なお、取引の対価は主として履行義務
の充足時点から１年以内に受領しており、重要な金融要素は含んでおりません。

イ．AI・IoT事業
IoT機器販売
顧客からの注文に基づき製品及び商品を発送、販売する義務を負っております。当該製品及び商

品の発送、販売は顧客に製品及び商品を受け渡した時点で履行義務が充足されるため、一時点で収
益を認識しております。

DX総合支援サービス
顧客との契約に基づき主にDXコンサルティング、IRコンサルティング、GRコンサルティング、

PRコンサルティング、PAコンサルティング等の包括的なDX総合支援サービスを提供する履行義務
を負っております。当該業務においては、顧客との契約ごとに履行義務が充足された時点において
収益を認識しております。
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ロ．robot home事業
プロパティマネジメント
顧客との管理受託契約に基づき賃貸管理業務を行う義務を負っております。当該賃貸管理業務に

おいては、履行義務が一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に応じ
て収益を認識しております。

投資用不動産開発販売
投資用不動産を閲覧、検討、購入ができる不動産投資マーケットプレイス「income club」を活

用した投資用不動産の開発、販売を行っており、顧客との不動産売買契約に基づき当該物件の引渡
しを行う義務を負っております。当該不動産販売においては、物件の引渡しをもって顧客に支配が
移転し、履行義務が充足されることから、一時点で収益を認識しております。

会計上の見積りに関する注記
（繰延税金資産の回収可能性）

１．当事業年度の計算書類に計上した金額
繰延税金資産 115,516千円

２．識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
内容につきましては、連結注記表「会計上の見積りに関する注記 ２．識別した項目に係る重要な会計上

の見積りの内容に関する情報」の内容と同一であります。

会計上の見積りの変更に関する注記
資産除去債務の見積りの変更
当事業年度において、賃貸契約に伴う原状回復義務として計上していた資産除去債務について、原状回復

費用の新たな情報の入手に伴い、見積りの変更を行いました。当該変更による減少額7,344千円を変更前の
資産除去債務残高から減額しております。この見積りの変更により、当事業年度の税引前当期純利益が
7,344千円増加しております。
また、名古屋支店及び大阪支店の移転に関する決定を行ったことに伴い、移転後において利用見込みのな

い固定資産について耐用年数を短縮し、将来にわたり変更しております。この見積りの変更により、従来の
方法に比べて、当事業年度の営業利益、経常利益及び税引前当期純利益はそれぞれ22,981千円減少してお
ります。
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貸借対照表に関する注記
１．担保提供資産及び対応債務

担保に提供している資産（帳簿価額）
仕掛販売用不動産 662,056千円
投資有価証券 300,000千円

上記対応する債務（帳簿価額）
短期借入金 400,040千円
長期借入金 497,000千円

２．有形固定資産の減価償却累計額 133,779千円
減価償却累計額には減損損失累計額が含まれております。

３．関係会社に対する金銭債権又は金銭債務（区分表示したものを除く）
関係会社に対する短期金銭債権 53,534千円
関係会社に対する短期金銭債務 279,725千円

損益計算書に関する注記
関係会社に対する取引高
売上高 427,381千円
仕入高 379,764千円
営業費用 105,409千円
営業取引以外の取引 26,300千円

株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末における自己株式の種類及び株式数
普通株式 1,242,800株
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税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因の内訳

繰延税金資産
未払費用 5,680千円
棚卸評価損 23,360千円
減損損失 121,741千円
投資有価証券評価損 240,583千円
預り金 4,929千円
貸倒損失 6,901千円
資産除去債務 33,458千円
減価償却超過額 460千円
関係会社株式評価損 80,288千円
関係会社事業損失引当金 101,718千円
繰越欠損金 4,727,064千円
その他有価証券評価差額金 5,038千円
その他 28,359千円

繰延税金資産小計 5,379,584千円
税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △4,613,275千円
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △612,592千円
評価性引当額小計 △5,225,867千円
繰延税金資産合計 153,716千円

繰延税金負債
資産除去債務に対応する除去費用 28,059千円
その他有価証券評価差額金 10,140千円

繰延税金負債合計 38,199千円
繰延税金資産純額 115,516千円
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関連当事者との取引に関する注記
１．関連会社等

（単位：千円）

種 類 会社等の
名称

議決権等の
所有(被所有)

割合
関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科 目 期末残高

子会社 株式会社rh investment 所有
直接100.00％

役員の兼任
資金の貸付

資金の貸付
（注１） 100,000 関係会社

短期貸付金 200,000

不動産取引
（注２、３） 229,773 買掛金 141,814

２．役員及び個人主要株主等
（単位：千円）

種 類 会社等の
名称

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有(被所有)

割合
取引の内容 取引金額 科 目 期末残高

役員及びそ
の近親者が
議決権の過
半数を所有
している会

社等

合 同 会 社 challence不 動 産 投 資 等 − 不動産取引
（注２、３） 171,409 − −

役員 安 田 博 一当 社 取 締 役 被所有
直接0.00％

不動産取引
（注２、３） 146,708 − −

取引条件及び取引条件等の決定方針等
（注）１．資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。

２．不動産の取引価格については、市場価格等を勘案し、当社と関連を有しない他の当事者との取引と同様に決定しておりま
す。

３．取引金額には、消費税等は含まれておりません。

収益認識に関する注記
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、個別注記表「重要な会計方針 ４．その

他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 重要な収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載して
いるため、注記を省略しております。

１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 105円37銭
１株当たり当期純利益 10円64銭

重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書
2025年２月20日

株式会社ｒｏｂｏｔ ｈｏｍｅ
取締役会 御中

監査法人ハイビスカス
東京事務所
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 阿 部 海 輔

指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 森 崎 恆 平

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社ｒｏｂｏｔ ｈｏｍｅの2024年１月１日

から2024年12月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、
連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準

拠して、株式会社ｒｏｂｏｔ ｈｏｍｅ及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の
財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監
査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される
規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の
責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断して
いる。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し

開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用にお
ける取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人

はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、そ

の他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか
検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注
意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その

事実を報告することが求められている。その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

2025年03月05日 17時21分 $FOLDER; 55ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



監査報告書

55

連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企
業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに

ある。
連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重

要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書
類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又
は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があ
ると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業

的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し
た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統
制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監
査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性
が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報
告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類
の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ
り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連
結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な
監査証拠を入手するために、連結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連結計算書類の監査に関
する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部

統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について
報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応
策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準まで軽減するためのセーフガードを適用している場合は
その内容について報告を行う。
利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利

害関係はない。
以 上

2025年03月05日 17時21分 $FOLDER; 56ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



監査報告書

56

会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書
2025年２月20日

株式会社ｒｏｂｏｔ ｈｏｍｅ
取締役会 御中

監査法人ハイビスカス

東京事務所
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 阿 部 海 輔

指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 森 崎 恆 平

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ｒｏｂｏｔ ｈｏｍｅの2024年１

月１日から2024年12月31日までの第19期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株
主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を
行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠

して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているも
のと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査
法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規
定を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしてい
る。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し

開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用にお
ける取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人は

その他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その

他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討
すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を
払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その

事実を報告することが求められている。その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に
関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに

ある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要

な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に
対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集
計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判
断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業

的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し
た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統
制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が
認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告
書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記
事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人
の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継
続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書
類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部

統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について
報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応
策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準まで軽減するためのセーフガードを適用している場合は
その内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査等委員会の監査報告書
監 査 報 告 書

当監査等委員会は、2024年1月1日から2024年12月31日までの第19期事業年度における取締役の職
務の執行を監査いたしました。その方法及び結果について以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容
監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内

容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等から
その構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとと
もに、下記の方法で監査を実施いたしました。
① 監査等委員会が定めた監査等委員会監査等の基準に準拠し、当期の監査方針、職務の分担等に従

い、電話回線又はインターネット等を経由した手段も活用しながら、会社の内部監査部門と連携
の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、
必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び
財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思
疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

② 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとと
もに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計
算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議会）等に従
って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。なお、監査上の主要な検討
事項については、会計監査人と協議を行うとともに、その監査の実施状況について報告を受け、
必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損
益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借
対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認
めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められ
ません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シ
ステムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認め
られません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人監査法人ハイビスカスの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
会計監査人監査法人ハイビスカスの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2025年２月21日

株式会社robot home 監査等委員会
監査等委員 鈴木 良和 ㊞
監査等委員 原 雅彦 ㊞
監査等委員 浅田 浩 ㊞

（注）監査等委員 鈴木良和、原雅彦及び浅田浩は、会社法第2条第15号及び第331条第6項に規定する社外取締役であります。

以 上
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